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千葉市と株式会社Liberaware
リ ベ ラ ウ ェ ア

は、ドローンを活用した未来のまちづくりに向けて、包

括的な連携に関する協定を締結しますので、お知らせします。  

また、同協定の締結式を行いますので、併せてお知らせします。  

 

１ 協定締結の目的等  

本協定は、千葉市と株式会社 Liberaware が包括的に連携し、双方が有する資源や

技術、ノウハウを有効に活用し、連携による事業を推進することにより、新たな価値

創造や地域における課題解決等に寄与することを目的とします。  

本市と株式会社 Liberaware は、これまでも公共施設での地下管路点検に関する実

証実験や災害対応訓練など、ドローンを活用した取り組みを進めてきました。今回の

協定締結を契機として、市の経済振興に資する取り組みや教育現場でのドローンへの

理解を深める機会の提供など、さらなる官民連携の取り組みを進めていきます。 

 

２ 連携事項 

（１）公共施設の維持・管理に関すること  

（２）災害対応に関すること  

（３）地域経済活性化や市内企業の育成に関すること  

（４）こども・若者の教育に関すること  

（５）その他、両者が合意する事項に関すること  

 

３ 協定締結式 

（１）日時  

令和８年６月３日（水）１０：３０～１１：３０  

（２）場所  

幕張メッセ国際展示場「Japan Drone2026」株式会社 Liberaware 展示ブース 

（BO-15）内 

（３）出席者 

株式会社 Liberaware 代表取締役 閔
ミ ン

 弘圭
ホ ン キ ュ

 様 

千葉市長 神谷 俊一 

  

 
 

令和８年５月２０日  
総合政策局未来都市戦略部  
国家戦略特区推進課  
電話 ２４５－５３７５  

   

 

株式会社 Liberaware と包括連携協定を締結します  

～ドローンを活用した未来のまちづくりに向けて、さらに連携を強化～ 
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４ 取材について 

当日、取材希望の方は、別紙「取材申込書」により、６月２日（火）正午までに、

国家戦略特区推進課へメールでお申し込みください。 

また、入場には「Japan Drone2026」の報道関係者用の来場登録が必要となります。

来場登録の手続きは「Japan Drone2026」の Web 登録フォームをご確認ください。  

・国家戦略特区推進課 電子メール tokku.POF@city.chiba.lg.jp 

・「Japan Drone2026」プレス来場 Web 登録フォーム 

【URL】https://forms.gle/21fXnun6Eb4TyWGz7 

 

 

＜参考＞ 

１ 株式会社 Liberaware の概要 

株式会社 Liberaware は、「誰もが安全な社会を作る」をミッションに掲げ、世界

でも珍しい「狭くて、暗くて、危険な」かつ「屋内空間」の点検・計測に特化した

世界最小級のドローン開発と、当該ドローンで収集した画像データを解析し、顧客

に提供するインフラ点検・維持管理ソリューションを行っています。 

株式会社 Liberaware のサービスについては、ホームページをご確認ください。

【URL】https://liberaware.co.jp/ 

 

２ これまでの連携実績  

令和６年 ９月 「第３回ドローンサミット（札幌市）」に共同出展  

７年 ８月 千葉市職員向けドローン操縦体験会を開催  

７年１０月 「令和７年九都県市のきらりと光る産業技術表彰」受賞  

８年 １月 ドローンを活用した災害対応訓練を実施  
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